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第30期第３回全国理事会開催

50周年ウィーク等々で論議
第 30期第 3回全国理事会は 11月 11
～12日の日程で東京で開催されました。
参加者は全国理事 22 中 19 人、会長・
副会長・部長を含めた全国役員 17人中
15 人が参加。2日間を通して新潟県と
神奈川県の理事の参加がなかった事と、
群馬県の理事が途中退任された事はとて
も残念でした。
今回の理事会の目的は 6月に開催さ
れた代表者会議での方針の具体化と 50
周年のプレシーズンとして、各都道府県
ならびに各ブロックの取り組みをどう成
功させるかを意思統一することでした。
50 周年の関係では記念ウェアのサン
プルが出来上がり、赤、青、黒、グレー、黄の 5色の中から青、黄、黒の 3色を選定しました。記念スキー板
はオガサカとブルーモリスの板をそれぞれ販売する事が決定しました。
1日目の議事後に第 3回 50 周年記念実行委員会を開催し、50周年ウィークの大まかな日程や内容などを論

議し、ウィークの日程は専門部との調整後に確定をする事としました。またウィーク当日の実働部隊としては関
東、関越、北信を中心にしてイベント内容等の担当を決めて進める事としました。
また、来年夏の「2018 サマーセミナー」は 50周年ウィークの会場となるキューピットバレイで開催するこ
とで、日程の調整を行う事としました。
「現役選手を応援しよう」という事でスポーツ庁に対して「国際大会への選手派遣の拡大についての請願署名」
の提案は一部修正をして取り組む事を決定しました。
競技、山スキー、スノーボードの各専門部から今シーズン日程が報告されました。競技部では昨年会場が決ま
らずに中止にしたスキー協カップを、キューピットバレイで開催する事が報告されました。スノーボード部は昨
年 4回あった行事を 3回にして集中した取り組みで盛り上げて行くことと、新しく製作したリーフレットの活
用が呼びかけられました。
都道府県の今シーズンでの取り組みの特徴では、「スキー祭典」や「フェスティバル」を都道府県やブロック

単位で成功させる事で会員拡大に繋げていくことが中心となっています。ターゲットを中高年とその孫に絞るな
ど、平日の行事開催やそのための施策が様々検討されています。
クラブ間の交流や合同行事を開催する事でマンネリを打破しようとする工夫や、シーズンオフでの行事の充実
などで提案されている組織現勢 10％増を目標にした組織拡大で意見交換をしました。
特徴的な発言では北海道で女性上級指導員が誕生し技術部を確立、組織的な対応で会員のレベルアップ要求に
応える運動を開始。東海ブロックでは「拠点になるスキー場」を設定しスキー場の協力も借りて常設のポール教
室を開催する。そのスキー場に集まってくる会員を集めて新たなクラブを立ち上げる。
（2面につづく）
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シーズン迎え、しっかり準備していますか
いよいよスノースポーツシーズンを迎えるにあたり、全国スキー協は 11月 11 ～ 12 日に全国理事会を
開催して、会員やスキーメイトの拡大で組織的前進を図りながら、50周年記念事業を展開していくことを
論議しました。
さて都道府県スキー協と、そこに結集しているクラブは今度のシーズンを迎えるための十分な準備ができ
ているでしょうか。準備ができているかどうかが前進のカギです。

◇会員、スキーメイト拡大目標を持ち、必ず組織的前進を
50 周年を迎えるに当り全国的な停滞を打破して組織的前進をめざすには、各スキー協でもクラブでも今
シーズンは前進するぞという目標を掲げていますか。その準備が十分に出来ているかどうかが不可欠です。
もう一度点検しましょう。
①スキー・スノーボードの行事計画を作り、広く宣伝すること、必ず新しい仲間を誘って行事を成功させ
る。②スキー協やクラブで入会申込書を作り、新しい仲間に入会を呼びかける。③スキーメイト拡大では新
規読者は１年間購読が半額をアピールして１クラブ１部以上増やす（純増）。
　以上のことを留意しながら気軽に声をかけていきましょう。

◇指導員養成・研修は計画的に行う
毎年のことですが、この課題では受験者本人まかせにしないことです。指導員養成では受験者に、ペーパー
テキスト、レポート、検定等については全面的に親身になって励ますことが大事です。研修では各スキー協
が各指導員の研修状況を把握して、計画的に行いましょう。（全国スキー協事務局）

大阪スキー協 50周年レセプション開催
大阪スキー協は「創立 50周年記念レセプション」を 10月 29 日に開催しました。開催案内では「大
阪スキー協は 1968 年結成され、来年には発足して 50年の節目を迎えることになりました。」とあります。
ということは 1年前にレセプション開催ということです。赤木徹郎事務局長から送って頂いた年表をみ
ると、当時、新体連大阪スキー部と並立して発足したことがうかがえます。このことは全国スキー協結成
時の 1年前に大阪スキー協を結成し、1969 年に全国スキー協結成に参画したことになります。
このレセプションには小川全国理事長が駆け付け祝辞を述べました。50周年おめでとうございます。

関西ブロックの中核として、さらなる発展を期待します。（編集部）

（1面からのつづき）
定年退職した仲間を集めてクラブを立
ち上げる。新入クラブ員をお客様扱いせ
ずに担当をもたせる事が大切。全国大会
に「エリートクラス（無差別級）」を設
けて先に滑られてはどうか？　ビンディ
ングや用具・安全対策の学習会を開催し
てほしい等々の要望も出されました。
また、最近スキー場の外国人とトラブ
ルで、当て逃げされるケースが起きてい
る。「パスポート」の提示を求める。パ
トロールや警察をすぐ呼ぶなどの対応を
しっかり行う必要があるとの発言もあり
ました。
50 周年のプレシーズンとして一つひ
とつの行事をしっかり成功させて、特に
会員、スキーメイトの組織拡大で確実に前進を勝ち取りましょう。（理事長　小川洋）
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☆スキー協斡旋価格は、申込時に事業部に問い合わせ下さい。

MATTE BRIGHT GREEN

MATTE BLACK  MATTE TITANIUM MATTE WHITE

MATTE VERMILLIONMATTE OLIVE MATTE BK/BLUE SPORT TECH

MATTE BLACK MATTE WHITE MATTE CHARCOAL

MATTE TYPHOON MATTE NAVY CAMO

※注文の商品はクレブスポーツ六日町及びメーカー在庫を確認後、入金がされ次第、クレブスポーツ六日町から発送いたします。
※上記以外のヘルメットも斡旋しますので、モデル名、サイズをお知らせ下さい。
申込先　全国勤労者スキー協議会・事業部　電話03－3971－4145　FAX03－3986－5403
                 郵便振替番号　00180－7－82138　口座名・全国勤労者スキー協議会（必ず通信欄に「ヘルメット代金」と記入してください。）


